
治療をする前の血管は狭く、ガタガタしています。血管内に風船を進めていき、狭くなっている所で膨らませ
ます。治療後の血管は滑らかで太くなり、血液がスムーズに流れています。

当院で行われている血管拡張術

治療前 治療後

★カテーテル治療のメリット
外科的な手術のように身体を切ることなく治療を
するため、身体への負担が少なく、処置後の傷跡
もほとんど残りません。

当院使用装置 BRANSIST safire HB9

治療部位

治療中

☆血管撮影室の紹介☆
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CT・MRI検査など緊急の場合は個別相談にて対応さ
せていただきます。お気軽にお問い合わせください。

ご予約・お問い合わせは

地域医療連携室まで

0532-31-2528
0532-31-2279

8：30～17：30 (月～金)
8：30～12：30 (土)

FAX
TEL

受付時間

www.meiyokai.or.jp/narita/rad

血管撮影室では診療放射線技師だけではなく、医師、看護師、臨床工学技士、
臨床検査技師など、多くのスタッフがチーム一丸となって治療を行なっています。

★血管撮影室で行われていること
X線画像を見ながら、細い医療器具を血管の中に

挿入し、血管の拡張や、血流の再開治療を行い
ます。

血管撮影STAFF
診療放射線技師 8名
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☆担当医師からの一言☆

血管拡張術は心臓、足など全身の血管狭窄が治
療の対象となります。当院心臓血管外科では、透析
患者様のシャント血管狭窄に上記の写真のように、
バルーンカテーテルを用いた拡張術を行っています。
透析患者様にとってシャント血管はライフラインであ

り主治医、透析スタッフと連携し日々診療にあたって
います。また心臓血管外科では診療他科と協力し他
に、閉塞性動脈硬化症、動脈瘤、下肢静脈瘤などの
診察にあたっていますのでご気軽にご相談ください。心臓血管外科部長

岩瀬仁一先生


